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間々存在する｡ たとえば, 夏目漱石の 『吾輩は猫







近年, 環境については, 文学研究者が文学研究として環境の視点から作品を読む ｢環境文学｣ という領域が認
識され, 研究が活発化している｡ 文学研究を通して, 社会が孕む倫理的な問題に積極的にかかわり, 社会全体の
意識を刺激し, 新たな意識を形成し, 警鐘を鳴らし, 社会的な課題の解決に文学ならではの役割を果たそうとい
う意欲的な試みである｡ 余暇についても, ｢環境文学｣ のように, 文学研究者が余暇をめぐる今日的課題を意識
し余暇に焦点を当てて作品を読み解く ｢余暇文学｣ の試みは成立しうるのではないか｡ 環境同様, 余暇研究と文






























































た｡ 『労働経済白書』 『国民生活白書』 『男女共同






会｣ が設置され, 2007年 7月には報告書を公に
した｡ そこでは, ワーク・ライフ・バランスを
“仕事, 家庭生活, 地域生活, 個人の自己啓発な
ど, 様々な活動について, 自らが希望するバラン


























































第 2章第 4節 ｢ワークライフバランスの各国の
動向｣ および第 3章第 3節 ｢ワークライフバラン
スと雇用システムの展望｣ の 2カ所でタイトルに
採用されており, ｢ワークライフバランスの各国





















第 3章 ｢仕事と生活の調和 (ワーク・ライフ・


















































































2007 年 11 月 19 日現在の国内雑誌記事検索
(専門研究誌を含む) では, ワーク・ライフ・バ
ランス (ワークライフバランスを含む) で 363件
がヒットしたが, その内訳は 2007 年 155 件,
2006年 151件, 2005年 26件, 2004年 7件, 2003


















































































































































































































































こうした 『源氏物語』 における囲碁論は, 文学
研究の側から余暇に着目して文学作品を読み解く
研究であり, ｢環境文学｣ に倣うならば, ｢余暇文
学｣ という表現も可能ではないだろうか｡
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 森外 『独逸日記』 における本務と餘暇
『国文学 解釈と鑑賞』 (至文堂) 2003年 1
月号の ｢外 その出発｣ と題した連載 (96回
目) には ｢本務と餘暇, そして出会い 『うた
かたの記』 をめぐって｣ (竹盛天雄・早稲田大学
名誉教授) という興味深い論文が掲載されている｡






































































スポーツ小説, ギャンブル小説, 旅行文学, 山
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学｣ 同様, ｢余暇文学｣ も, 社会全体の意識を刺








 『絹と明察』 三島由紀夫, 講談社, 1964年
零細な紡績会社を家族主義的経営で一躍大企業
に成長させた社長駒沢善次郎を主人公にした三島
















































ような生き方は, 好まん｡ 男はいつでも, 仕事に
全力を出して生きるべきなんだ” と考える風越だ
























が, 気楽に, のびやかに, 生活をたのしみながら
働く時代へ入っていくべきではないか｡ 片山自身




































































第 1章 ｢普通の 1日｣ に次いで, 第 2章は ｢休
日｣ である｡ “休みにゴルフの予定が入っていな






































(佐江衆一, 新潮社, 1995 年) や 『恍惚の人』
(有吉佐和子, 新潮社, 1972年) を取り上げ, 老
人文学とは異なる “老人介護文学” という新たな
ジャンルに言及している｡ 『黄落』 の主な介護者












































清水義範 『柏木誠治の生活』 岩波書店, 1991年
ジョフリ・デュマズディエ, 寿里茂監訳 『レジャー社
会学』 社会思想社, 1981年
城山三郎 『毎日が日曜日』 新潮社, 1975年











三島由紀夫 『絹と明察』 新潮文庫, 1987年
『国語と国文学』 至文堂, 1998年 11月号
『国文学 解釈と鑑賞』 至文堂, 2003年 1月号
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